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令和２年度「文化遺産の保存・活用に関する研究」 

活動報告 
 

石﨑武志 ISHIZAKI,Takeshi／文化財保存修復研究センター長・教授 

 

令和２年度「文化遺産の保存・活用に関す

る研究」の活動として、令和３年３月６日（土）

に連続公開講座「文化財の劣化要因と保存対

策－博物館から遺跡まで－」を山形県立博物

館と共催で、オンラインで開催した。 

これまで、連続公開講座は対面の形で開催

してきたが、新型コロナウイルス感染症対策

により、対面の開催が難しかったため、オン

ラインでの開催となった。 

遺跡調査に関しては、大船遺跡（函館市）、

三内丸山遺跡（青森市）、毛越寺（平泉町）、元

木の石鳥居（山形市）、狭山池博物館（大阪狭

山市）等で、環境調査および劣化調査を行っ

た。 

 

連続公開講座「文化財の劣化要因と保存

対策－博物館から遺跡まで－」 

主催：東北芸術工科大学文化財保存修復研究

センター 

共催：山形県立博物館 

開催日：令和３年３月６日(土曜日) 14:00～

15:30  

開催方法：オンライン配信（WEB 会議システム 

ZOOM） 

 

プログラム 

14:00-15:30   講演；文化財の劣化要因と保

存対策－博物館から遺跡まで－ 

（石﨑武志、文化財保存修復研究 

センター長・教授） 

東北芸術工科大学文化財保存修復研究セン

ターでは、これまで 30 回の連続公開講座を開

催してきた。内容は、当センター研究員の個

人研究テーマや受託に関する研究報告、また

文化財の保存修復に関する国内外の専門家を

招聘して講演を行った。今回は、新型コロナ

ウイルス感染症対策により、対面の開催が難

しかったため、新しい取組として WEB 会議シ

ステム Zoom を利用し、石﨑が、前職である東

京文化財研究所で行った博物館、美術館の展

示室、収蔵庫等の温湿度、空気環境など文化

財の保存環境に関する調査研究、また、高松

塚古墳やキトラ古墳の壁画の劣化調査、東日

本大震災の時の文化財レスキュー、海外の遺

跡の保存修復など様々な事業での経験をもと

に、文化財の保存修復の概略に関して説明を

行った。今後の公開講座等で、それぞれのプ

ロジェクトに関しては、改めて紹介する予定

である。 

参加者は、122名と多くの方に参加頂いた。

北海道から沖縄県までの多くの地域から参加

となり、オンラインによる講座のメリットも

感じることができた。但し、途中でシステム

の不具合があり 10 分ほど中断したので、今後

は、配信システムの改善をして、連続公開講

座を開催していく予定である。 
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－博物館から遺跡まで－
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策－博物館から遺跡まで－」を山形県立博物

館と共催で、オンラインで開催した。 

これまで、連続公開講座は対面の形で開催

してきたが、新型コロナウイルス感染症対策

により、対面の開催が難しかったため、オン

ラインでの開催となった。 

遺跡調査に関しては、大船遺跡（函館市）、

三内丸山遺跡（青森市）、毛越寺（平泉町）、元

木の石鳥居（山形市）、狭山池博物館（大阪狭

山市）等で、環境調査および劣化調査を行っ

た。 

 

連続公開講座「文化財の劣化要因と保存

対策－博物館から遺跡まで－」 

主催：東北芸術工科大学文化財保存修復研究

センター 

共催：山形県立博物館 

開催日：令和３年３月６日(土曜日) 14:00～

15:30  

開催方法：オンライン配信（WEB 会議システム 

ZOOM） 

 

プログラム 

14:00-15:30   講演；文化財の劣化要因と保

存対策－博物館から遺跡まで－ 

（石﨑武志、文化財保存修復研究 

センター長・教授） 

東北芸術工科大学文化財保存修復研究セン

ターでは、これまで 30 回の連続公開講座を開

催してきた。内容は、当センター研究員の個

人研究テーマや受託に関する研究報告、また

文化財の保存修復に関する国内外の専門家を

招聘して講演を行った。今回は、新型コロナ

ウイルス感染症対策により、対面の開催が難

しかったため、新しい取組として WEB 会議シ

ステム Zoom を利用し、石﨑が、前職である東

京文化財研究所で行った博物館、美術館の展

示室、収蔵庫等の温湿度、空気環境など文化

財の保存環境に関する調査研究、また、高松

塚古墳やキトラ古墳の壁画の劣化調査、東日

本大震災の時の文化財レスキュー、海外の遺

跡の保存修復など様々な事業での経験をもと

に、文化財の保存修復の概略に関して説明を

行った。今後の公開講座等で、それぞれのプ

ロジェクトに関しては、改めて紹介する予定

である。 

参加者は、122名と多くの方に参加頂いた。

北海道から沖縄県までの多くの地域から参加

となり、オンラインによる講座のメリットも

感じることができた。但し、途中でシステム

の不具合があり 10 分ほど中断したので、今後

は、配信システムの改善をして、連続公開講

座を開催していく予定である。 

 

 
写真１．オンライン連続公開講座配信会場の様子 
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　東北芸術工科大学文化財保存修復研究センターでは、地域の文化財をいかに守り続け、その

活用と保存・修復の技術的課題について、地域の方々と共に考え語り合う場として「連続公開

講座」を開設し、これまで30回開講してきました。しかし、新型コロナウイルス感染症により、

従前のように対面開催することが難しい状況となりました。

　そこで令和２年度からは、より多くの皆様に文化財を身近に感じていただき、専門的な知見

の共有を目指して、オンライン公開講座として再開しました。配信には WEB 会議システム

Zoom を利用し、聴講希望者は事前申し込みで参加いただきました。

回 講　演　日 題　　目 演　　者

第 31回 令和３年３月６日（土）
文化財の劣化要因と保存対策
－博物館から遺跡まで－

センター長・教授
石﨑武志
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令和 3 年 4 月 1 日現在 

 

中右恵理子 NAKAU,Eriko 

現職／東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター（役職）客員研究員 

学歴／東京藝術大学大学院 美術研究科 博士後期課程 文化財保存学保存修復油画  

修了 博士（文化財） 

専門／西洋絵画保存修復 

著書・論文／ 

中右恵理子 2012「第 7 章 油彩画の構造と修復」、『文化財保存学入門―感じとる智

慧・つながる記憶』、丸善プラネット、pp.129-149、 

中右恵理子、長峯朱里 2019「高橋由一作《鮭図》の絵画材料および技法について」、

『平成 30 年度東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター紀要』、東北芸術工科

大学文化財保存修復研究センター、pp.15-28、 

中右恵理子 2020「日光東照宮陽明門唐油蒔絵の制作についての考察」、『令和元年度

東北芸術工科大学 文化財保存修復研究センター紀要』、東北芸術工科大学文化財保

存修復研究センター、pp.17-36 

 

栗原典子 KURIHARA,Noriko 

現職／月形町役場 企画振興課商工観光係 地域おこし協力隊 学芸員 

学歴／東北芸術工科大学 芸術工学研究科修士課程芸術文化専攻修了 

専門／文化財保存科学、立体作品保存修復 

著書・論文／ 

栗原典子 2020「土質遺構の含水率分布図から検討した塩類析出と熱解析を利用した

藻類の熱処理に関する研究」（修士論文）、東北芸術工科大学大学院 

 

鷲津未来 WASHIZU,Miku 

現職／備前市役所 教育委員会教育部 文化振興課文化財係主事補 

学歴／東北芸術工科大学 芸術工学研究科 芸術文化専攻 修士課程修了 

専門／保存科学 

著書・論文／ 

鷲津未来 2021「考古遺物の保存処理に使用される PEG の低分子化に金属イオンが

及ぼす影響に関する研究」(修士論文) 東北芸術工科大学  

 

 

 

 

添田雄二 SOEDA,Yuji 

現職／幕別町教育委員会 

東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター 客員研究員 

学歴／北海道教育大学卒業 理学博士（鹿児島大学大学院理工学研究科 論文博士） 

専門／第四紀環境復元 

著書・論文／ 

添田雄二・赤松守雄 2001「北海道東部サロマ湖周辺域における 10〜17 世紀の海水 

準変動」,第四紀研究,40：pp.423-430. 

添田雄二・青野友哉・永谷幸人編 2019「伊達市カムイタプコプ下遺跡発掘調査報

告書－近世アイヌ文化期の集落－」,北海道博物館・伊達市噴火湾文化研究所. 

青野友哉・渋谷綾子・添田雄二・永谷幸人 2021「作物痕跡の形状解析による栽培作

物同定と残存デンプン粒分析との照合の試み」,文化財科学,82：pp.1-20. 

 

北野博司 KITANO,Hiroshi 

現職／東北芸術工科大学 歴史遺産学科 教授，文化財保存修復研究センター研究員 

学歴／富山大学人文学部（考古学専攻）卒業 

専門／考古学、文化財マネジメント 

著書・論文／ 

北野博司 2017「石垣修理における補強の理念と実践」『石造文化財の保存修理』全国

遺跡環境整備会議 

北野博司 2018「災害と向き合う石垣の保存管理」『第 15 回全国城跡等石垣整備調査

研究会』文化庁・白河市 
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